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目 黒 区 軟 式 野 球 大 会 注 意 事 項 

目黒区軟式野球連盟審判部 

            【２０２４年７月改訂】 

 

１． 試合時間の３０分前には必ず集合し、所定のメンバー表を審判員から受領すること。 

   （大会運営上、既定の試合開始時間より早めに始まる場合もある。） 

 

２． 試合開始予定時間になっても開始できないチームは、「棄権」とする。 

 

３． 服装は、チーム全員同色同型の物を着用し、スパイクは必ず使用すること。 

   但し、負傷によりスパイクを使用できない者は、試合開始前に必ず審判員に申し出ること。 

 (1) 商標マークは、ユニフォームの胸・右袖・帽子にも使用してもよい。 

   左袖は従来どおり都道府県または区名のみ使用してよい。 

   但し、商品名の使用は認めない。 

 (2) ユニフォームの背中に選手名をつける場合は背番号の上にローマ字で姓のみとする。 

   同姓の者がいる場合、名前の頭文字をいれてもよい。尚、チーム全員がつけること。 

   ※これに抵触する場合は、チーム全員が同色のテープで当該文字を隠すこと。 

 (3) ストッキングは、同色であれば可とする。 

 

４． ヘルメットは、各チーム７個以上必ず用意し使用すること。 

   ※７個以上のヘルメットを用意してこないチームは、「棄権」とみなし、試合に参加できない。 

 

５． ベンチは、若い番号（組合せ番号）を１塁側とし、後攻とする。 

   尚、本事項は「目黒区軟式野球連盟ホームページ｜http://msbb.az2.jp/ 」にて確認が可能。 

 

６． 大会は、Ａ・Ｂ・Ｃクラス及び成年の部に分け、トーナメント方式により行う。 

   試合は、７回戦とし、４回以後７点差がある時は、コールドゲームとする。 

   また、決勝戦は、９回戦とし、５回以後１０点差、７回以後７点差がある時はコールドゲームと   

   する。成年決勝の試合については、7 回戦とする。 

   ★降雨・日没等により正式試合の成立は、４回完了時とする。但し、決勝戦は、５回完了時とする。 

 

   ※延長戦は、次のような特別ルール（タイブレーク方式と抽選）で行う。 

 継続打順で、前回の最終打者を１塁走者とし、２塁の走者は順次、前の打者とする。 

すなわち、無死 1 塁・2塁の状態にして１イニング行い、得点の多いチームを勝ちとする。  

 最大２イニングまで行い、勝敗が決しない場合は、抽選によって勝敗を決定する。 

（このルールで行う場合は、一度交代した選手はサドンデスには出られない。但し、同試合 

 に未出場の選手はこの限りではない。） 
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７． 試合開始後１時間４０分を過ぎて新しい回に入らないこととする。なお同点の場合は、前記特別 

   ルールで行う。 

   ◎決勝戦については、試合開始後２時間１５分を過ぎて新しい回に入らないこととする。 

    (例示) 

    ◦ ７回前に後攻チームがリードしている時、後攻チームの攻撃中に１時間４０分を過ぎた場合 

     次の回に入らないことする。（その時点での打者が最終打者） 

    ◦ ７回前に後攻チームがリードしている時、先攻チームが攻撃終了し、依然として後攻チームが 

     リードしている状態で１時間４０分を過ぎた場合は、後攻チームの勝利とする。 

 

８． 使用球は、ケンコーボールＭ号とする。 

 

９． グラウンド内での「フリーバッティング」は認めない。但し、トスバッティングは、試合の妨げに 

   ならない場所でのみ認める。 

 

１０．ファウルボールは、攻撃側が取りに行き、汚れを取り除いた後、球審に手渡すこと。 

 

１１．選手の交代、または、途中から来た選手は、必ず球審に申し出ること。 

 

１２．抗議権は、当該プレーヤーと、監督もしくは主将のどちらか１名とする。 

 

１３．抗議権のある監督・主将の背番号を統一する。（監督：３０番・主将：１０番） 

   但し、監督・主将が欠場の場合、球審に代行を報告し、メンバー表の背番号の欄に○印で囲むこと。 

 

１４．プレーヤーの審判員に対する個人攻撃は厳禁とする。犯した時は、審判員が注意する。再度の注意も 

   聞き入れない場合は、「退場」させる。 

 

１５．紛争の際、激昂のあまり審判員に手をかけた場合は、理由の如何を問わず「退場」とする。 

 

１６．ストライク・ボール・アウト・セーフ・ハーフスイング・フェア・ファウルボール等の判定に対して 

   の抗議は、厳禁とする。 

 

１７．グラウンドの内外を問わず、マナーに留意し【ヤジは厳禁】、ベンチ内での水分補給以外の飲食並びに 

ペット及び電子機器の持ち込みは厳禁とするが、電子スコア記録用として１台の使用を認める。 

 

１８．投手がサインを見る時は、必ずピッチャープレートについてみること。 

 

１９．２回以後の投手の投球数は４球までとし、１回目と投手交代の時は、８球以内且つ１分以内とする。 

 

２０．次打者席は自軍側を使用し、打席につく際は、不要のバット等は置かないこと。 

 

２１．打者がみだりにバッターボックスをはずした場合、審判員はタイムをかけず、投手の投球に対して 

   正規のカウント「ストライク・ボール」を宣言する。 
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２２．攻守の交代は駆け足で行い（投手を含む）、実行しない時は審判員が注意をする。 

 

２３．投球練習後の内野手間のボール回しは、禁止する。但し、捕手の転送球は可とする。 

 

２４．タイムの制限 

 (1) 試合中、選手がインターバルをとるためスパイクの紐を結び直すタイムは認めない。 

 (2) タイムは、１分間を制限とする。但し、審判員が認めた時はこの限りではない。 

   守備側・攻撃側それぞれ３回までとし、特別ルール（タイブレーク方式）になった場合、２イニング 

   に１回追加出来る 

 

２５．不正選手出場の場合の処置 

 (1) 試合中に発見された場合は、相手側の勝利とする。  

 (2) 試合終了後に発見された場合は、次の相手側の勝利とする。 

 

２６．金属バット・ヘルメットは、ＪＳＢＢ公認の「JSBB マーク」及び「SG マーク」入りを使用すること。 

 

２７．捕手は、ＪＳＢＢ公認の「JSBB マーク」入りのヘルメット・スロート付きマスク・プロテクター・ 

   レガースを使用すること。並びにヘルメット・スロート付きマスクは「SG マーク」入りを使用する 

   こと。また、ファウルカップを着用すること。 

 

２８．試合球の交換は、審判員が認めた時に限る。 

 

２９．大会開始後は、追加登録、登録の変更は認めない。 

 

３０．雨天時の場合は原則として順延する（次の日曜日）。但し、途中で中止になった場合は変更すること 

   もある。 

 

３１．クラス編成について 

 (1) クラス編成は、Ａ・Ｂ・Ｃクラス及び成年の部とし、Ａ・Ｂ・Ｃクラスについては前の大会編成を 

   そのまま踏襲することを原則とする。 

   但し、Ｂクラス優勝チームはＡクラスに、Ｃクラス優勝チームはＢクラスに原則として編入する。 

 (2) 新規加入チームは、Ｃクラスに編入する。（※成年の部を除く） 

 (3) Ａ・Ｂクラスで、諸般の事情によりクラス替えを希望するチームは、会長が認めた時に限る。 

 

３２．試合中に雷が発生した場合 

   状況を判断し、試合を中断して全員安全な場所に避難させ、気象台等の情報及び状況を掌握した 

   上で、その後の処置を行う。 

 

３３．試合中【ガムを噛む】ことを禁止する。 

 

３４．捕手・１塁手以外、ミットの使用を禁止する。また、捕手は安全上捕手用ミットの使用を推奨する。 
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３５．指名打者ルール（ＤＨ制）を採用する。［＊公認野球規則 5.11(a) 参照］ 

   先発投手または救援投手が打つ番のときに他の人が代わって打っても、その投球を継続できる事を 

   条件に、これらの投手に代わって打つ打者を指名することが許される。 

   投手に代わって打つ指名打者は、打順表に記載されなければならない。 

 

３６．その他 

 (1) 棄権については、試合前の直前金曜日正午までに、目黒区軟式野球連盟メールアドレスへメールにて 

   連絡すること。 ៾៿᠀᠁᠂：megurokunanshikiyakyuu@yahoo.co.jp 

 (2) 当日雨天の場合は、翌週に延期となるため、棄権チームは復活となり、試合が出来ることする。 

 (3) 試合当日棄権のチームは、代表１名が必ず、グランドで審判に棄権を告げなければならない。 

   試合当日無断棄権したチームは、次の年１年間（春季・秋季）大会に出場できない。 

 (4) 試合日当日大会開催有無の確認方法 

  ◦ 朝６時４０分以降から「目黒区軟式野球連盟ホームページ｜http://msbb.az2.jp/」にて確認が可能。 

  ◦ 第１試合のチームに限り、朝７時３０分以降に下記にて確認が可能。 

 目黒区砧野球場管理事務所 特別電話（留守番メッセージ[無人]）： [TEL] 03-3415-7081 

  ◦ 第２試合以降のチームは、前出連盟ホームページ若しくは朝８時３０分以降に下記にて確認が可能。 

 目黒区砧野球場管理事務所（有人）： [TEL] 03-3415-2361 

   尚、日程については、火曜以降に前出連盟ホームページで確認すること。 

  ◦ 緊急の場合は、目黒区軟式野球連盟「小原 章（携帯：080-1258-8385）」に照会できることとする。 

 (5) 代表者会議での説明または注意事項は、チーム全員に必ず徹底させること。 

 (6) 原則として「公認野球規則」並びに「全日本軟式野球連盟競技者必携」を準用する。  

 

３７．都大会等に出場のチームは監督会議に「公認野球規則」並びに「全日本軟式野球連盟競技者必携」を 

   持参すること 

 

３８．砧グランドルール 

 (1) Ｄ面ライト側ブッシュに打球がインフライトで越えた場合はホームランとし、右中間にある三角コー 

   ンよりライトポールまでは打球がブッシュに入った場合はエンタイトルツーベースとする。 

   また、三角コーンより左中間は全てフリーとする。 

 (2) Ｅ面外野ネットをインフライトで越えた場合はホームランとし、右中間にある三角コーンよりライト 

   ポールまでは打球が側溝を越えた場合はエンタイトルツーベースとする。 

   また、三角コーンより左中間は全てフリーとする。 

以  上 

 

《改訂について》 
□2024 年７⽉改訂：第１７項（改訂），第３８項（追加） 

以上 


